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研究課題「全ゲノムを対象とした精神分裂病の脆弱性を規定する遺伝子座の

同定」に対して、平成 11年度、 12年度の 2年間にわたり、日本学術振興会研

究費補助金[基盤(C)(2) ]の交付を受けたので、ここにその研究成果を報告する。
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研究成果の概要

本研究では、これまでの精神分裂病の連鎖解析の結果に基づいて、人のゲノ

ム上に存在している精神分裂病の脆弱性を規定する遺伝子座の同定を目指した口

日本人における連鎖情報に基づいた精神分裂病の疾患脆弱性遺伝子の同定を目

指した口連鎖解析は多くの家系サンフルを必要とするので、他の施設との共同

研究として本研究を行った。共同研究のひとつは日本人精神分裂病の擢患同胞

対法による連鎖解析を目指している多施設共同研究グループの JSSLG

(J apanese Schizophrenia Sib-pair Linkage Group)で=あり、もうひとつは、精

神分裂病のtraitmarkerである探索眼球運動スコアを用いた QTL解析を行って

いる日大，東京医科歯科大との共同研究である。

擢患同胞対法は JSSLGで集められた家系サンプル 142家系、 367人を対象と

した。 5，10'う 15番染色体の 23，20'， 12ヶ所のマイクロサテライトマーカーの遺

伝子型決定を行った。マイクロサテライトは Weberver 9のを使用し，連鎖の

可能性が示唆された 5q32・33はさらに 19マーカーを追加して、検討した口

探索眼球運動の QTL解析は、 38家系、 122人を対象とした。全染色体の 365

マイクロサテライトマーカーの遺伝子型を決定した。

その結果、探索眼球運動の QTL解析では 6pぅ 17q，22qにおいて連鎖が示唆さ

れる口ッド値を得た。一方、 JSSLGでは統計的に有意な連鎖領域は検出されな

かった。しかし、多重比較による補正をしない場合は、 5qにおいて pく0'.0'5の

連鎖領域が見られ，その領域におけるマイクロサテライトマーカーで精神分裂

病との連鎖不平衡がみられ，この領域に弱い精神分裂病感受性遺伝子があるこ

とが示唆された。現在この領域の遺伝子や ESTの解析を行っている。探索眼球

運動の QTL解析では 22番染色体において連鎖が確認された口

これらの研究により， 日本人の精神分裂病においてもヲ発症脆弱性に多くの

遺伝子が関与していることが示唆された。
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